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 研究課題 2 では、日本の外傷患者の院内死亡率は、年齢や重症度を調整後も
2004 年から 2013 年の 10 年間で経時的に減少していた。重症外傷患者、65 歳以上の高
齢外傷患者においても同様に、院内死亡率は経時的に減少していた。 
研究課題 3では、75歳以上の高齢患者の 85％は ICUを生存退室したが、ICU生
































結   論： 
 本研究を通じて、救急患者、重症患者の急性期病院へのアクセスから長期予
後までの実態を把握した。救急患者、重症患者の予後改善に役立てるために、患者の
全体像を全国規模で把握できるようなデータベースの整備が必要である。 
